
 
 

 

 
 

 

療育音楽研修でスタート 
２０１５年度市民企画講座 第一回  

  
 

          

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

ストリートライブ 楽しくデビュ― 

７月１８日（土）朝霞駅前広場 16:20～17:00 

  

 

 

 

 

 

日本では、一月末に 

各学校様より作品のご提 

供を戴き、写真撮影や翻 

訳・ネームカード作成な 

ど準備を重ね、１０９点 

選りすぐって（多様な作 

品）５月に持参して、ペ 

ナン日本人学校の作品と 

合流しぺナン教育局の実行委員会に託しました。

人事異動が有ったために実行委員会が機能する

のは、遅れましたが、全員力を発揮されて万端例

年のように・・・。今年は会場に両国で３１０点

の作品が展示されました。５日から、ジョージタ

ウンブランチに移動。代表も３年振りに当番に参

加できました。（第１会場はセブランジャヤ中学

校・第２会場はメソジスト中学校の先生と学生が

当番して頂いています。） 会場には、釜石会場

での子どもたちからのメッセージを翻訳し掲示

して読んでいただきました。） 

１０月には第５６回の交換会が予定されています。 

セミナー＆ワークショップ 
６年間の考察スタート 

日本の小・中学生のカリキュラムに基づく
図工・美術の授業をマレーシア各地で教師対
象に始めた事業も７年目に入ります。日本の
作品鑑賞や授業への活用状況を調査、さらに
「絵を通じての友好」の学校現場での活用な
どの調査も合わせ予備調査を始めています。 

        

 

 

 

 

              
                                                  

絵を通じての友好 
第 2 1 回ペナン展７月３０日スタート 

ペナン州元首主賓で表彰式：ペナン州図書館 
  ５月７日（木）午前 10:00 ～11:20 

      於：朝霞市役所５階会議室  
 昨年１１月に実施された「ふれあい祭り」で

の演奏は会場の方々に感激していただきました。

その中の方が是非研修会をと所望されたことを

契機に、朝霞市教育委員会の市民企画講座補助

金で３回シリーズで企画。初回の会場は民生委

員さんはじめ４０人近くが受講堪能しました。

講師は赤星多賀子理事長(公益財団法人東京ミュ

ージ協会)自ら担当されました。 
ボランティア協会） 

 

 ジャズの夕べも今年で２４回を数え、素晴らしい得
難い行事となっています。そのために用意されたステ
ージを関係者の方々のご厚意で、ストリートライブに
提供されたからと誘って頂き、障がいを持つ若者チー
ムで出演しました。“電気がない”ので、応援出演のキ
ーボードには電池を、アンプは充電式をと、準備万端。
保護者のご協力もあり自信に満ちた楽しいステージで
した。指揮者曰く“若者が観客と一体で、指揮者が邪
魔？”とおっしゃるほどの充実した舞台でした。 
  

 

埼玉県ＮＰＯ基金補助金事業 

中核的ＮＰＯ育成事業・・認定・指定をめざして 
 埼玉県内６振興センター管内で、６月２５日～
７月２１日まで、行政書士チームと共にセミナー
と話し合いを重ねて参りました。個別訪問や実地
研修が始まり例年より早いペースで動き出して
います。この中から、認定や指定を目指す法人が
多いことを期待して動きだしました！ 
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ミニデイサービス 
全国的にも珍しい、高齢者ミニ

デイサービス（ボランティア運営） 

について、内容の吟味が課題とな

ってきました。いろいろな工夫を

凝らして「参加したくなる!」とい

うメニューを試行錯誤します。 

 

 
 音楽療法月例会にリンクして参
加費軽減を図り「ちょっと寄って
みたい!」とお茶を飲んで帰れるよ
うなイメージを・・。 

 

 

 パソコンやタブロイドを楽しく
習いながら世代間交流がはかれる
ように。 

 iPad研修会＆自分史作り 

７月８日（土）１５日（土）２回
にわたって研修会を実施。 
講師：岡本勝吾氏 鷹野早智子氏 
助手：路川泰央氏 
 パソコン講師陣も覚えてくれた
ので今度は一般の方にも伝授でき
ますからお誘いしましょう! 
 
 
支え合いの輪づくりフェスタ 
～地域の元気→あなたが主役～ 

介護の日・世代間交流 

日時：１１月１１日（水曜日） 

  10:00～ 15:30 
会場：朝霞市産業文化センター 
 シンポジウム＆トークをメイン
にしてたくさんの行事を予定し
ています。参加修了書も発行し
ます。ミニデイサービス本町会
場の水曜日プログラムを移動し
て実施します。 

主催：メイあさかセンター 
共催：朝霞市・朝霞市各包括支援

センター・朝霞市社会福祉
協議会 

協力：朝霞でいきいきネットワー
ク(介護予防)他ＮＰＯ法
人・団体・朝霞地区医師会・
朝霞地区歯科医師会・朝霞
薬剤師会・ＰＴＡ連合会・
カフェＣＯＺＹほか多機関・
団体 

実行委員会で喧々諤々相談中です。 
（内容は、９月に確定いたします) 
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しばらくぶりに監事２名がお揃

いで出席されて、路川理事の議長・
総合司会を瀧井理事と若い布陣が
進行し会場も活動の多様さを改め
て再認識しました。ご臨席の内田部
長様（朝霞市長代理）は「子供が小
学生時代に頂いた国際友好賞状を
成人した今でも大切に飾っていま
す。」とうれしいエールを頂きまし
た。朝霞市教育委員会嶋学校教育部
長様（三好教育長代理） 
・醍醐県議会議員・高橋市議会議
員・大橋市議会議員・遠藤市議会議
員・朝霞市社会福祉協議会野本会長
様方のご臨席でした。会員に向けて
年間のご報告が出来ました。 
    ２７年度目標 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

５月 
１２日 市民活動ネットワーク会議 
１３日 ジュニアサッカー打合わせ 
   (県・市教・少年サッカー連盟) 
１４日 ほっとの会（介護者サロン） 
１６日 内間木苑認知症サポーター

養成講座へ３理事参加 
１９日 介護の日行事実行委員会 
２０日 ジャズ喫茶(海)訪問 
２６日 いきいきネット定例会 
２７日 埼玉県社協理事会 
    朝霞市コミ協総会・常任理事

へ・市川さん会長表彰受ける 
２８日 南西部振興センターへ 
３１日 バザーへ出店 

６月 
６日 バザーへ出店 

朝霞第六小学校評議員会 
１１日 日本マレーシア協会行事 

(駐日マレーシア大使と懇談会) 
１２日 埼玉県ＮＰＯ基金プレゼン 
15日 埼玉県ハラル化粧品研修会 
16日 介護の日行事実行委員会 
１８日 川越フェスタ見学(南西部Ｎ

ＰＯ連絡会で) 
２３日 いきいきネット定例会 

７月 
８日 ジュニアサッカーホストフ

ァミリー説明会 
１３日 介護の日実行委員会 
１５日 福祉計画策定団体ヒヤリング 
１６日 彩夏祭全体委員会 
１７日 ＮＧＯネットワーク定例会 
２２日 埼玉県国際ジュニアサッカ 
ー大会マレーシアナショナルチー 
ム朝霞へ表敬訪問から合流・ファミ 
リー対面会まで(和楽会の歓迎演奏) 

２９日 介護の日実行委員会 
 

これから ８月～ 

対外活動
ｂ 

これまで・・・201５年５月~2015年７月 

介護の日 行事 

あとがき 

あとがき 
 猛暑の日本から常夏の国マレーシア 

へ避暑？朝晩は温度が下がってホっと 

します。展覧会会場にいると入選・入

賞した生徒は家族で第一・第二会場両

方に来られて誇らしげに喜んでいる姿

に励まされます。活動の基本＝作品交

換も心待ちにされている学校もあり初

心に帰り地道に丁寧に続け、日本でも

交流参加校に確実に作品をお届けする

努力をします。双方の活動の継続充実

のためにも帰国後資金作りに奔走で

す。認定のメリット（税額控除の利点）

を友人・知人の方にも宣伝してください

ますようお願いいたします。   
（代表理事 尾池） 

 

第15回定期総会 終了 

１．「絵を通じての友好」 
 マレーシアと日本に於いての効
用をリサーチすると共にセミナ
ー＆ワークショップの定着を図
る。東方政策第２波の流れに沿い
ながら、両国の絆を深める役割を
一層努力する。 

２．「ミニデイサービスの変容を」 
 ボランティアベースの事業に見
合う収支を考えながらプログラ
ム開発や運営の新規工夫を。 

３．「情報発信」 
  ホームページの充実を 
４．「会員・賛助会員交流会」 

の機会を増やす。 
５．「基金の全額返済」 
６．「３０周年に向けての事業

計画と資金計画づくり」 
◎ 認定・指定を続けるために
も寄付金を募ることを心がけ
ます。 

本 町 会 場 

サテライトサロン 

ミニデイサービス火・木曜日 

足

も

み 

 


